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ＴＳチェッカーを使った活性汚泥の運転管理
（簡易版）

～TSチェッカーで測定することで
どんなことがわかるか～



ＴＳチェッカーとは

◎活性汚泥の活性や原水の分解性を測定する

実験室用の酸素呼吸速度測定装置

曝気しながら測定していくことが最大の特徴で、切れ目のないスムーズ

なDOの変化を測定できることで、いろいろな解析が可能になる。



TSチェッカーでの測定
①曝気槽出口付近から活性汚泥混合液をサンプリング

→ TSチェッカーの測定容器に入れる

②曝気槽に流入する原水をサンプリング

→TSチェッカーのNo.2添加ロートに入れる（No.1には基準液）

③TSチェッカーのPC画面から[測定開始]をクリック

BOD処理が
終わった汚泥



測定中の画面

「測定開始」→内生呼吸状態のDO値まで曝気（DOｈｆを取得）→曝気停止（内生呼
吸状態の酸素消費速度を測定）→曝気再開（曝気強度の指標KLaの値の取得）
→ DOｈｆに戻ったらいろいろな溶液を添加測定



測定の標準添加順序

添加1回目：BOD分解活性用の基準液→汚泥の活性
添加2回目：原水 →原水の分解速度とBOD
添加3回目：硝化活性用の基準液
添加4回目：硝化抑制用の基準液

汚泥の硝化活性



測定のDOの変化データから
どのようにして結果を計算するか？

詳細は
YouTubeを参照

「ＴＳチェッカーを使った活性汚泥の運転管理」
https://youtu.be/-OUbkueKirw



測定値と原水処理量などから以下を出力

• 汚泥の活性、原水の分解性、硝化活性

• 原水BODの概略値

• 処理水BOD（+処理水CODの推定値）

• 処理水NH4-N、 NOx-Nの推定値

• 類似のパターンを示す測定データを抽出

直接的な数値として

• 汚泥の状態（･･･正常な活性状態か否か、など）

• 負荷の状態（･･･適正なのか過大か過小か、など）

• 栄養塩（N）の過不足状態

直接的な値を解析して

過去の測定データを参照して



１７．測定結果の評価画面

測定結果からの情報例→

運転条件→

解析グループ登録→



まとめ

ＴＳチェッカーで頻度よく（2回/週程度）、

活性汚泥を測定することで、運転状態

の好不調を、早期に適切に可視化でき、

維持管理に有力なツールになる。

注：ＴＳチェッカーで求めるBODは、活性汚泥の運転

管理に必要な値で、JIS法のBODとは異なります。

法規制に対応する処理水BODには使用できません。


